
今
か
ら
約
50
年
後
の
日
本
の
人

口
推
計
※
１

で
は
、
総
人
口
は

１
億
２
８
０
０
万
人
か
ら
８
６
０
０

万
人
へ
減
少
す
る
一
方
で
、
65
才
以

上
の
老
年
人
口
は
総
人
口
の
約
40
％

と
現
在
の
約
２
倍
に
ま
で
増
加
す
る

と
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
古
町
に

つ
い
て
は
、
今
か
ら
約
20
年
後
に
は

総
人
口
約
１
２
，
３
０
０
人
、
こ
の

う
ち
生
産
年
齢
人
口
※
２

は
全
体
の

49
・
3
％
、
老
年
人
口
は
42
・
6
％

と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
高
齢
社
会
に
お
い

て
、
生
涯
に
わ
た
り
健
康
で
安
心
し

た
生
活
を
送
る
こ
と
は
私
た
ち
の
願

い
で
す
。
特
に
医
療
・
介
護
を
利
用

す
る
頻
度
が
高
く
な
る
世
代
に
と
っ

て
は
、
健
康
維
持
・
増
進
を
目
的
と

し
た
疾
病
の
治
療
と
予
防
、
退
院
後

の
療
養
・
介
護
な
ど
幅
広
い
分
野
に

お
よ
ん
だ
地
域
に
お
け
る
医
療
の
充

実
は
切
実
で
す
。

　

国
保
多
古
中
央
病
院（
中
央
病
院
）

を
抱
え
る
わ
が
町
に
お
い
て
も
、
町

の
行
政
運
営
の
方
向
性
を
決
め
る
総

合
計
画
を
作
成
す
る
際
に
行
わ
れ
た

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
今
後
の
医

療
や
保
健
の
充
実
に
つ
い
て
重
要
性

が
高
く
、
中
央
病
院
の
存
続
に
対
し

多
く
の
住
民
が
不
安
を
感
じ
て
い
る

結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
号
と
来
月
号
の
二
カ
月
に
わ

た
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
医
療
に

関
す
る
中
央
病
院
の
取
組
と
今
後
の

展
開
な
ど
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま

す
。
今
月
は
、
中
央
病
院
の
小
久
保

院
長
に
地
域
医
療
に
つ
い
て
話
を
伺

い
ま
し
た
。

※
１
： 

平
成
22
年
度
実
施
さ
れ
た
国
勢

調
査
を
基
に
国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
に
よ
る
推
計

※
２
：
15
〜
64
歳
ま
で
の
労
働
力
の
中

　
　
　

心
と
な
る
人
口
層

　

日
本
で
の
社
会
保
険
は
１
９
２
２

年
に
健
康
保
険
法
が
制
定
さ
れ
、
そ

の
後
１
９
３
８
年
に
は
国
民
健
康
保

険
法
が
成
立
し
ま
し
た
が
、
当
時
は

保
険
が
あ
っ
て
も
受
診
す
る
医
療
機

関
が
少
な
く
保
険
料
を
払
っ
て
も
病

気
に
な
っ
た
時
に
肝
心
の
診
療
が
受

け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
高
ま
る
需
要
に
見
合
う

医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
１
９
５
１

年
に
多
古
町
で
も
多
古
中
央
病
院
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
９
６
１
年
に
は
国
民
皆
保
険
と

な
り「
誰
で
も
・
ど
こ
で
も
・
い
つ
で
も
」

医
療
機
関
を
受
診
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
当
時
、
病
院
で
は

病
気
に
対
す
る
治
療
の
み
で
保
健
や

予
防
、
後
療
法
（
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
）

を
行
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
１
９
８
０
年

に
長
野
県
で
地
域
医
療
研
究
会
が
発

足
し
次
第
に
予
防
・
医
療
・
福
祉
の

一
体
化
が
目
標
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
院
で
は
２
０
０
１
年
に
療
養
病

床
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ヨ
ン
、
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
現
在
は
ケ

ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
）、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
本
格
的
に

地
域
医
療
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
経

営
資
源
か
ら
み
る
と
人
、
物
、
金
、

情
報
が
大
事
で
す
が
医
療
は
そ
の
う

ち
人
が
も
っ
と
も
重
要
な
役
割
を
も

つ
労
働
集
約
型
の
産
業
で
あ
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
多
く
の
病
院
は

慢
性
的
な
人
手
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て

い
ま
す
。
当
院
と
し
て
も
今
後
医
師

を
は
じ
め
と
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
確
保

が
最
も
重
要
な
課
題
で
す
。

　

日
本
で
は
世
界
に
例
を
見
な
い
ス

ピ
ー
ド
で
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、

厚
生
労
働
省
は
団
塊
の
世
代
が
75
歳

以
上
と
な
る
２
０
２
５
年
を
目
途
に

症
状
が
重
い
要
介
護
状
態
と
な
っ
て

も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い

暮
ら
し
を
人
生
の
最
後
ま
で
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
住
ま
い
・
医

療
・
介
護
・
予
防
・
生
活
支
援
が
一

体
的
に
提
供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
推
進
し
て
い
ま

す
。こ
の
こ
と
は
病
院
だ
け
で
な
く
、

行
政
、
住
民
組
織
が
ス
ク
ラ
ム
を
組

ん
で
協
力
し
な
け
れ
ば
到
底
実
現
で

き
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
病
院
と

し
て
全
力
を
あ
げ
て
こ
の
こ
と
に
取

り
組
ん
で
い
く
つ
も
り
で
あ
り
ま
す

が
、
将
来
は
住
民
の
利
便
性
を
考
え

る
と
、
現
在
別
々
に
な
っ
て
い
る
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
保
健
福
祉

課
を
病
院
に
併
設
し
て
は
ど
う
か
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

病気中心から“人中心”へ
－高齢社会の地域医療－

多古中央病院と
地域医療

国保多古中央病院　院長
小久保茂樹

来
月
号
で
は
、「
医
療
連
携
室
・
患
者

相
談
室
」
に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
。

中央病院
地域医療イメージ

中核

福祉
住民

地域包括支援センター
開業医

（かかりつけ医）
ケアマネージャー

（患者）

　地域医療の中心的な役割を担う中核病
院では、「個人医院」などではなかなか
行うことが難しい専門的な検査や、高度
な医療機器を使用した医療の提供が求め
られます。
　中央病院でも総合的な医療設備の充実
を図るため、昨年12月には、千葉県の
地域自治体病院支援事業補助金を活用し
て国内でも数十台しかないという最新型
のＭＲＩ（※）を導入しました。
　この機器の一番の特徴は、造影剤を使
わずに血管をより鮮明に写し出せること
です。脳の血管はもとより、今まで出来
なかった心筋梗塞を疑う心臓の冠動脈の
検査や、腹部の血管撮影が簡単に行えま
す。また、乳腺の検査もできるようにな
り、マンモグラフィー検査、超音波検査
と踏まえて受診して頂くとより効果的と
思います。従来の検査内容であれば、今
までの半分の時間で撮影することが可能
で、同じ時間をかければより鮮明に細か
く撮影することができ、頭部撮影におい
ては、脳ドックにも力を発揮できるよう
になりました。
　もし、気になる事がありましたら外来
受診をして医師にご相談ください。お待
ちしております。

国保多古中央病院の病床利用率と１日平均外来患者数の推移

高度医療にも対応します
－ＭＲＩが13年ぶりに新しくなりました－

救急車の搬送要請及び受入状況（人）

受
入
件
数

搬
送
要
請
件
数

区分 H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度
町内 247 295 363 384 346
町外 119 176 264 376 413
計 366 471 627 760 759

区分 H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度
町内 173 222 298 294 259
町外 59 106 161 197 206
計 232 328 459 491 465
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※�核磁気共鳴画像法
　（Magnetic Resonance Imaging の略）
　�磁気を利用して体内部の情報を断面画像にす
る方法。
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